
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１．４．１２(月) 

R ３ － ０ ０ １ 号 

兵庫県立西脇工業高等学校 

新 聞 部 

令
和
３
年
度 

１
学
期
始
業
式 

《
学
校
長
》 

岡
田 

和
利
先
生(

長
田
高
校
よ
り)  

《
事
務
長
》 

八
瀬 

英
敏
先
生(

姫
路
北
高
校
よ
り) 

《
国
語
》 

垣
内 

凌
先
生(

新
卒) 

《
数
学
》 

西
本 

雄
亮
先
生(

神
崎
高
校
よ
り) 

薄
井 

彰
宏
先
生(

神
戸
鈴
蘭
台
高
校
よ
り) 

《
保
健
体
育
》 

友
定 

健
先
生(

農
業
高
校
よ
り) 

簑
島 

佑
先
生(

西
脇
高
校
よ
り) 

《
機
械
科
》 

笹
城
戸 

清
司
先
生(

姫
路
工
業
高
校
よ
り) 

久
川 

清
司
先
生(

東
播
工
業
高
校
よ
り) 

《
電
気
科
》 

南
河 

亮
先
生(

飾
磨
工
業
高
校
よ
り) 

《
総
合
技
術
科
》 

除
補 
順
之
先
生(

洲
本
実
業
高
校
よ
り) 

《
養
護
》 

浅
成 

佳
恵
先
生(

川
西
北
陵
高
校
よ
り) 

《
事
務
》 

岡
本 

琴
美
さ
ん(
西
脇
北
高
校
よ
り) 

                

《
学
校
長
》 

別
所 

博
之
先
生(

三
田
祥
雲
館
高
校
へ)  

《
事
務
長
》 

田
中 

恵
美
先
生(

多
可
高
校
へ) 

《
国
語
》 

品
脇 

淳
秀
先
生(

加
古
川
北
高
校
へ) 

《
数
学
》 

笹
野 

哲
先
生(

播
磨
特
別
支
援
学
校
へ) 

山
下 

駿
先
生(

三
木
高
校
へ) 

《
理
科
》 

来
田 

三
千
博
先
生(

ご
退
職) 

《
保
健
体
育
》 

石
阪 

浩
一
先
生(

ご
退
職) 

松
本 

倫
実
先
生(

明
石
城
西
高
校
へ) 

《
機
械
科
》 

林 

泰
孝
先
生(

飾
磨
工
業
高
校(

教
頭)

へ) 

澤
田 

健
先
生(

武
庫
荘
総
合
高
校(

教
頭)

へ) 

藤
田 

栄
治
先
生(

上
野
ヶ
原
特
別
支
援
学
校
へ) 

《
電
気
科
》 

前
田 

由
紀
子
先
生(

小
野
工
業
高
校
へ) 

《
工
業
化
学
科
》 

井
本 

真
弓
先
生(

ご
退
職(

本
校
非
常
勤
講
師)) 

石
沢 

秀
美
先
生(

ご
退
職) 

《
総
合
技
術
科
》 

細
見 

克
広
先
生(

小
野
工
業
高
校
へ) 

《
養
護
》 

羽
口 

理
沙
先
生(

加
古
川
南
高
校
へ) 

《
事
務
》 

荒
木 

千
里
さ
ん(

西
脇
北
高
校
へ) 

               

離
任
式
は
４
月
16
日(

金)

に
行
い
ま
す
。 

先
生
方
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

 

 

  

４月８日(木)、着任式を行い
ました。 
岡田校長より、「西脇工業高校
の校章にあるように、郷土発
展のために活躍する人材育成
に努めます。よろしくお願い
します。」とあいさつがありま
した。 
 

 
 

校
長
の
話 

内
村
航
平
選
手
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
を
願
い
、「
で
き
な
い
じ
ゃ
な
く
て
、
ど
う
や

っ
た
ら
出
来
る
か
を
考
え
て
い
こ
う
。
ど
う
に
か
出
来

る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
方
向
に
考
え
を
変
え
て
欲
し

い
。」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

人
は
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と
き
、
人
か
ら
何
か
を

頼
ま
れ
た
と
き
、
提
案
さ
れ
た
と
き
に
ど
う
し
て
も
で 

き
な
い
理
由
や
言
い
訳
を
探
し
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
た
ら

出
来
る
の
か
を
考
え
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

４月 8日(木)に第 61 回生の入学式を行いました。 
校長式辞 

ご入学おめでとうございます。数ある高等学校の中から本校を選び、自ら

進んで入学したことは、皆さんがこれから進んでいく人生の新たなスタート

ラインに立ったということです。人生１００年時代と言われている今日におい

て、高校生活の３年間はほんのわずかな時間にすぎませんが、最も生命力

にあふれ、感受性も強く、多くのことを吸収する時期でもあります。高校生活

を通して得た人との出会いや知識との出会いは人生を左右することも多く、

それだけ貴重なことです。勉学はもちろん、部活動・学校行事を通して、自分

の生き方を懸命に追い求めてください。そうした活動の中で小さな失敗や挫

折を沢山経験し、それを生かして前に進んでいく力を付けてください。困難

から逃げるのではなく、幾つかの選択肢があれば、勇気をもって一番困難な

道を選び、挑戦していき、未だ自分自身は気が付いていないかもしれない、

一人ひとりが持つ優れた能力を開拓して欲しいと願っております。 

 

４
月
８
日(

木)

に
始
業
式
を
学
年
別
で
行
い
ま
し
た
。 


